
オープンな空間や、アイデアをカタチにするための環境が充実。学びの可能性が広がります。

就職に強い愛学の秘密！
Webで公開中

卒業生の声も多数掲載！

愛知県庁／名古屋市役所／静岡市役所／浜松市役所／岐阜市役所／阿久比町役場／池田町役場／揖斐川町役場／磐田市役所／大府市役所／岡崎市役所
／掛川市役所／清須市役所／江南市役所／小牧市役所／新城市役所／鈴鹿市役所／瀬戸市役所／高山市役所／知多市役所／豊川市役所／半田市役所／
牧之原市役所／四日市市役所／輪島市役所／愛知県人事委員会（学校事務・警察職員）／厚生労働省 岐阜労働局／国土交通省 中部運輸局／名古屋高等裁
判所／名古屋地方検察庁／名古屋国税局／愛知県警察本部ほか各都道府県警本部／名古屋市消防局ほか各市消防局・消防本部／防衛省自衛隊(一般幹部
候補生)／日本年金機構／あいちフィナンシャルグループ／大垣共立銀行／十六フィナンシャルグループ／名古屋銀行／静岡銀行／りそな銀行／大和証券／損
害保険ジャパン／三井住友海上火災保険／アイホン／河村電器産業／クリナップ／JFEスチール／スズキ／住友電装／ディップ／東海旅客鉄道（JR東海）／名
古屋鉄道／富士フィルムビジネスイノベーションジャパン／ブラザー工業／三菱UFJ不動産販売 など

就職実績
過去3年
一部抜粋

就職に強い！

就職状況

卒業生の2人に1人が有名企業や官公庁で活躍しています。

5人に1人が
公務員

59.1%
大手企業就職者

卒業生のうち、進学や公務員試験継続者
等を除いた実就職者の19.1%が公務員
として働いています。愛知県庁、名古屋
市役所、静岡市役所、浜松市役所、岐阜
市役所など、地域に根差した就職が強み
です。

民間就職者のうち、59.1%が大手企業に
決定。誰もが知る大企業から地域経済を
支える優良企業まで、質の高い就職実績
を誇ります。法学部で培った論理的思考
力と法的知識は、ビジネスの第一線でも
高く評価されています。

損害保険会社に営業職として入社し、現在1年目です。実務や研修を通して保険商品の取り扱
い方を学ぶなかで、保険契約は約款に基づく法律上の約束であることを実感しています。契約内
容の確認や説明などの顧客対応においても、法学部で培った「条文を読み解く力」や「事実関係
を整理し法的に考える視点」が役立ち、法の学びが実務と密接に結びついていると感じます。在
学中は村上ゼミに所属し、バーチャル株式投資を通じて、金融や株式市場を実践的に学びまし
た。会社側と株主側の双方の立場から企業経営を考察し、メンバーと議論を重ねて、物事を分析
する力を養いました。こうして身につけた論理的思考力と多角的な視点は、在学中に取得した
ファイナンシャル・プランナー資格とともに、日々の業務に生かされています。

法的な視点で業務を読み解きながら、
実務の現場で成長中です。

就職先：三井住友海上火災保険株式会社（営業職）

卒業生の声

（2025年度実績）

（2025年度実績）

※大手企業とは、資本金１億円以上および従業員数1,000名以上の企業を指す。

谷口 阿子さん
現代社会法学科　2025年3月卒業

愛知県立名古屋南高校出身
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学 び の 舞 台 は 、ア リ ス タ ワ ー
法の現場が近い

法実務の最前線に
近い

あなた自身の興味に
近い

日々の講義と社会が
近い

まちにあふれる法的課題に
近い

挑戦と成長に
近い

合格に近い最新の法研究に
近い

愛知学院大学

法学部
「近い」が学びを深くする

本パンフレットは、法律に対する「問い」に日々向き合っている学生の声を、
できるだけ簡略化せずに掲載しています。法学は、短い言葉で結論だけを知
る学びではありません。自ら考え抜き、対話を重ね、自分の見解を言葉にし
ていく学問です。その思考の積み重ねをお伝えするために、あえて言葉を尽
くしました。ぜひ私たちと一緒に、法律について考えてみてください。



ルールを考え、社会を創る
この社会には、「ルールに関する問い」が無数に潜んでいます。
例えば、AIが生成した映像を証拠として認めるべきか。
自動運転車の事故で誰が責任を負うべきか。
動物の保護をどのような基準で決めるべきか…。
いずれも「どのようなルールが、より望ましい社会につながるのか」という問いです。
法学の中心は、この問いに自分自身の言葉で考え、さまざまな事例を通じて、
望ましいルールを構想する力を身につけることにあります。
すべての人が法律のようなルールを利用し、時にルールづくりに携わる以上、
多様な立場を踏まえて最適なルールを考える力は、
どこへ進んでも大きな武器となります。
さまざまな学びに「近い」愛知学院大学で
「ルールを考え、社会を創る力」を育てよう。

学びのフィールドは、
このまちと社会
問いと発見に満ちた愛知学院大学法学部のキャンパスは
法と県政・市政の舞台のすぐそばに位置しています。
この場所で学び、考え、行動して、論理的な思考力を身につける。
「社会を地域に実装する」学びが、ここにはあります。

自動運転システムに由来する事故が起こったとき、誰が責任を負うべきでしょうか。一
つの考え方は、これまで通り運転者や自動車所有者が責任を負うというものです。し
かし完全自動運転車が実現した場合、「自動車の操縦には関与せず、行先を指示す
るだけの者」に責任を負わせることができるでしょうか。では自動運転車のメーカー
や、自動運転システムの開発・運用業者等が責任を負うべきでしょうか。もし「自動運
転システムに由来した事故ならば、メーカーやシステム開発・運用者等が責任を負
う」とすると、これらの者は責任を問われないように継続的に安全性を高めようとする
強いインセンティブを持つことになります。これは社会全体にとって望ましいことです
が、他方、AIを利用した自動運転システムには、適切な措置を講じたとしても事前に
発見困難な未知のリスクがあります。これらをすべてメーカー等の責任対象としてし
まうと、自動運転技術に参入する者がいなくなり、社会全体に損失が生じることもな
りかねません。被害者の救済、公平性、技術革新…どの価値を優先するかで、ルール
のあり方は変わります。どのようなルールにすべきかを一緒に考えてみましょう。

その判断基準を定めるルールが必要です

民法

自動運転車が起こした事故
誰が責任を負う？

ペットとしてカエルを飼っている、又は飼ったことがあるとい
う皆さんも少なくないでしょう。ある日、むしゃくしゃした気持
ちを晴らすために、自分が飼っているカエルを殺してしまった
場合、処罰されることになるのでしょうか。動物愛護管理法
44条1項は「愛護動物をみだりに殺し……た者は、5年以下
の拘禁刑又は500万円以下の罰金に処する。」と規定して
います。この規定だけを見ると処罰されそうですね。しかしな
がら、同条4項は、「愛護動物」とは、「牛、馬、豚、めん羊、
山羊、犬、猫、いえうさぎ、鶏、いえばと及びあひる」及びこ
れらの動物を除くほか、「人が占有している動物で哺乳類、
鳥類又は爬虫類に属するもの」としています。この規定に照
らすと、両生類であるカエルは「愛護動物」に当たりません。
よって、自分が飼っているカエルをみだりに殺したとしても処
罰されないことになります。もっとも、例えば、みだりに殺し
た動物が、自分が飼っているヤモリ（爬虫類）だったら処罰さ
れ、それがイモリ（両生類）だったら処罰されないとする合理
的な根拠はあるのでしょうか。ヤモリもイモリも命あるもので
ある点では変わりがありません。考えてみてくださいね。

処罰の対象とはならない、ものの…

刑法

自分が飼っているカエルを
みだりに殺したら、処罰される？

防犯カメラが捉えた犯行の瞬間。しかし犯人の顔はぼや
けている。そこでAIを使い、映像を高解像度化――。する
と、顔が鮮明となり「犯人はこの人だ！」と断定できそうに
見える。でも、この“鮮明な顔”を裁判の証拠として使って
も良いのでしょうか。AI画像は、大量の画像データを学習
して「こう写るはずだ」と推測して生成したものであり、見
えている顔は“本当の姿”とは限りません。それに、AIの映
像は処理がブラックボックス化し、なぜその顔に「復元」さ
れたのかも私たちには分かりません。では、このような“説
明できない証拠”は使うべきではないのでしょうか。そう考
える人も多いです。しかし、よく考えてみると、警察犬の臭
気選別も同じ問題を抱えています。犬がどうやって匂いを
一致させているのか、そのメカニズムは完全には分かって
いません。それでも、臭気選別結果は証拠として使われて
きました。だとすれば、AIの高解像度化だけを禁止すべき
だと言えるでしょうか。「予測に過ぎない証拠」、「説明でき
ない証拠」であっても真犯人の処罰のためならば使っても
よいのか―。証拠として使ってもよい証拠とは何か、あな
たならどのようなルールを創りますか？

どんな「証拠」なら使っても良いのか?

刑訴法

AIで犯人の顔が“復元”されたら
それは証拠になるのか？

裁判所の見学に
来ました！

半径2km以内に
法的機関・行政機関が

集結！

法の
現場が
近い

行ってみよう！

まちに
あふれる

法的課題に
近い

愛知県弁護士会館

名古屋高等裁判所
名古屋地方裁判所

名古屋市市政資料館

東海財務局

名古屋市役所

名古屋国税局

名古屋法務局

愛知県庁

四方を海に囲まれた日本にとって、海上輸送は「生命線」になります。日本の貿易量の実に
99％以上が船舶によって輸送されているのです。また、船舶が物資や人の積み降ろしを行
うなどする施設、すなわち港湾が全国には約1,000存在しています。それでは、日本の港湾
は、誰によって管理・整備されているのでしょうか。その根拠になるのが港湾法です。同法
は、地方自治体、一部事務組合（複数の地方自治体が特定の事務を行うために設立する団
体）、港務局（営利を目的としない公法上の法人）による管理・整備を認めています。ただし、
一部事務組合によるものは名古屋港など6港、港務局によるものは愛媛県の新居浜港だけ
で、その他はすべて地方自治体が担っています。さらに、国土交通省も国内の港湾の計画
策定、整備、保全（地方自治体への財政支援を含む）に関与するなどしています。近年で
は、日本の港湾の国際競争力をどのように高め、いかに関連施設を整備していくべきかと
いった議論も活発に行われています。地方自治体がより主体性を発揮すべきなのか、ある
いは国が集権的に進める形態にすべきなのか。港湾のあり方を考えることは、日本や世界
の未来を考えることにもつながります。あなたなら、どのような形態がよいと考えますか？

「物流・人流」の未来は、誰が担うべきなのか

行政学・公共政策学

日本の港湾は、
誰が管理・整備しているの？

本日は、裁判官の方に
お越しいただきました！

レポートの書き方に
悩むなあ…

静かな環境で
勉強に集中！

名城公園

SDGｓ！

さあ、討論会の
準備だ！

「ぴあさぽ」の
先輩に相談だ！

都市型
エコキャンパス

地下鉄「名城公園」駅
3番出入口から徒歩1分

エキチカ！

公務員試験
対策講座

「宅建」合格！

“ゼミの愛学”

3
合格に
近い

4
日々の講義と
社会が近い

アカデミック・
ランチ・セッション

はじまるよ

卒業生ネットワークも
つよい味方！
（2万人）

公務員の仕事に
法はどのように

関わっているのかな

5
最新の
法研究に

近い

1
法実務の
最前線に

近い

2
あなた自身の
興味に近い

挑戦と成長に
近い



法の学びは私たちの「近く」にある

「
近
い
」か
ら
挑
戦
で
き
る
！

成
長
を
実
感
で
き
る
学
び
の
環
境
。

名城公園キャンパスに、名古屋市と公民連携を進める拠点
「NAGOYA　FRONTIER　TERRACE」が誕生しました。こ
こには、大学や企業等の民間事業者から名古屋市への提
案を受け付ける窓口が設けられており、学部のみなさんもそ
の提案活動に参加することができます。市が解決策を募集
している課題に取り組む「テーマ型提案」や、市が課題を十
分に認識できていない領域へ自由な発想で行う「フリー型
提案」など、多様なかかわり方があります。法学部で養った
力を武器に、市への提案に主体的に取り組み、その実現に
向けた一端を担うことができる（社会に触れるプロジェクトを
体験できる）場です。

子どもの権利向上、発達障
害啓発プロジェクト、脱炭
素社会の推進など、法律が
かかわる社会課題はたくさ
んあります。

愛知県と名古屋市の現役職員の方や、弁護士、検察
官、裁判官などの法律の実務家をお迎えし、法や法
理論が現場でどのように機能しているのかをお話し
いただく講義です。普段の講義では扱えない、現場に
いるからこそ見えてくる課題を検討していきます。

法律が社会でどのように機能しているかを知る貴重な機会です。

「法実務概論Ⅱ（地域行政実務）」では、愛知県や名
古屋市の現役職員の方から、法や法理論が行政の
現場でどのように機能しているのかを直接学びま
す。公務員という幅広い仕事のなかでも、印象に
残っているのが、名古屋市健康福祉局生活衛生部
による「ペットに関する社会問題」の講義です。主な
内容は、路上で野生動物が自動車にひかれてしまう
事故、いわゆる「ロードキル」の実情と対策につい
て。名古屋市では、地域猫による不幸な事故を減ら
すため、TNR※を推進するなど、予防に力を入れて
います。現場での具体的な取り組みに触れたこと

で、公務員の業務はデスクワーク中心だと一括り
にしていた自分の認識をあらためるきっかけにもな
りました。また、弁護士や裁判官を講師に迎えて行
われる「法実務概論Ⅰ（司法実務）」では、私たちの日
常生活が法律によって守られていることを再認識
しました。家族だけでは解決できないような問題に
直面した時、弁護士という専門家に頼るという選択
肢があることに、心強さを覚えます。本学部卒業生
の弁護士が登壇する機会もあり、地元でいきいき
と活躍する先輩の姿を通して、法に携わる仕事をよ
り身近に感じるようになりました。

※地域猫を捕獲・不妊去勢手術を行い、将来的に飼い主のいない猫を減らしていく活動。

毛利 和奏さん
現代社会法学科3年
岐阜県立各務原高校出身

弁護士や法律専門職の

実際の業務を知ることで、

法の役割が見えてきました。

“現場の声”を聞く、スペシャルな「コラボ授業」

学生×先生
Talk Session

トークセッションのテーマは、愛知学院大学の法学部の特徴である、さまざまな「距離の近さ」について。
藤原ゼミに所属する二人の学生と担当の藤原究先生に、学びの現場で感じる「近さ」を、ざっくばらんに語ってもらいました。

稲垣 那菜花さん
現代社会法学科3年
三重県／高田高校出身

島 華音さん
現代社会法学科3年
至学館高校出身（愛知県）

藤原 究准教授　
専門：民法

法律家·公務員から法制度の実際を聞く

名古屋市公民連携サテライトオフィス
名古屋市と協力して社会課題の解決に挑む

法実務概論Ⅰ·Ⅱ（司法実務/地域行政実務）

◆藤原先生:愛知学院大学の「近さ」といえば、まず
は何を思い浮かべますか？
◆島さん:私が愛知学院大学を選んだ理由の一つ
は、地下鉄「名城公園」駅から歩いて約3分という
「近さ」でした。周りの環境も素敵ですよね。名城公
園が近いので、授業の空き時間に豊かな緑の中で
散歩したり、カフェでお茶したりできるのもこのキャ
ンパスの特権ですね。愛知県庁や名古屋市役所が
近いし、公務員志望の学生のモチベーションアップ
につながっているようです。裁判所も歩いて行ける
ので、ゼミによってはゼミの時間内で裁判傍聴に
行っているそうですね。
◆稲垣さん:オープンキャンパスで法学部の先生と
お話しさせていただいたんですけど、すごく親身に
話を聞いていただいて、大学進学での不安が払拭
されました。この大学なら安心して学べそうだと
思ったことが決め手です。
◆島さん:カリキュラムの自由度も高いから、自分
が志望する職業に必要な学びをデザインして、4
年後の成長した姿をイメージできたこともよかっ
たです。

◆藤原先生:本格的に法律を学ぶのは初めてだと
思うけど、いろいろ勉強してみてどうですか？

◆島さん:私は法律を学ぶことに漠然とした憧れを
抱いて進学したんですが、「法律は社会で生きてい
くうえで欠かせない知識なんだ」と、あらためて気づ
きました。
◆稲垣さん:私は高校生の頃、少年犯罪のニュース

を見て厳罰化の流れは当然だと思っていました。で
も、大学でいろいろ学ぶ中で、少年犯罪が実際は減
少していることや加害者の家庭環境にその原因が
ある場合など社会をもっと広く俯瞰して見る必要
があると思いました。
◆島さん:ゼミでの学びも、学生が主体で進めてい
ます。その過程で、チームで学びを深めたり、データ
やファクトを中心に仮説を立てたり、今までやらな
かった角度から解決策を考えていくことが多いです
ね。多角的に考える事で問題をより鮮明に「近く」感
じることができるようになりました。

◆藤原先生:今年度のゼミでの学びについてどんな
感想を持ってますか？
◆島さん:今年のゼミでは「地方都市における課題
を考える」というテーマで、私たちは町おこしや地域
活性化がどのように行われているかについて検討
しました。その地域の現状分析や背景調査を通し
て、課題解決のために法律がどのように貢献できる
かを探るのが目的です。
◆稲垣さん:私は移住者支援の視点から地方都市
での課題を調べる中で空き家問題について調査し
ました。それ以降、空き家を見かけるとその背景にど
のような課題があるのかや解決のための方法にど
んなものがあるかについて頭に浮かぶようになりま
した。
◆島さん:私は防災対策を中心に調査をしていたん
ですけど、市民以外の被災の問題だけではなく、空
き家の問題も出てきて、色々な問題は相互に関連
していることがよくわかりました。
◆稲垣さん:ゼミの初回で、グループワークをする
際の「良いリーダーの条件」についてレクチャーし

てくれたことが印象に残っています。チームの力を
最大化するために必要なやり方を教えてもらって
グループワークがとてもやりやすくなりました。大
学でのいろいろな学びが自分の調査や知りたい気
持ちをゴールの「近く」にしてくれることが実感でき
ています。

◆藤原先生:ゼミで一番印象に残っていることは何
ですか？
◆稲垣さん:やっぱり現地調査ですね。2泊3日で香
川県の小豆島と三豊市を調査したことはとても貴
重な経験でした。初めての土地で調査を行う中で、
ゼミの結束力がより強くなりました。
◆島さん:私はゼミのディスカッションでの“藤原さ
ん”との議論ですね。藤原先生は、ゼミの時は「先生
＝正しい」の先入観をなくすために“先生”と呼ばな
いようにしていますよね。だから、みんな“藤原さん”
て呼んで気軽に議論を交わすことができます。
◆稲垣さん:「先生と呼ばないでほしい」と言われて
びっくりしました。でも「僕の考えが必ず正しいわけ
じゃない。みんなの意見の中に本当の正しいがある
かもしれない」って言われて私たちもより一層真剣
に考えなくてはと思いました。

◆島さん:ゼミメンバーの食事会にお誘いすると、
必ず来てくれますよね。法律のことだけじゃなくて、
就職活動のことも含めてなんでも相談に乗ってくれ
るから助かります。
◆稲垣さん:藤原さんには就職活動でもお世話に
なっているんですよね。キャリア教育も詳しいので、
志望先の選択からエントリーシートの添削まです
ごく頼りにしています。頼れる先生が「近く」にいる
のは本当にありがたいです。

「法律は何ができるのか」を
考えるグループワーク

地下鉄駅から徒歩3分の
“エキチカ”キャンパス

法律の学びは
自分自身の身近にある

学生と先生が同じ目線で
学び合える関係性

教員と学生で
ともに学び、
高め合うことが
できます。

挑戦と成長に
近い

法実務の最前線に近い1

挑戦したくなる！
資格講座とサポート制度
法律の知識を未来につなげるための学びがあります。
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ん
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「法学部で学んだ知識を、資格という形で残した
い」。そう思い、就職を意識し始めた頃から「宅地建
物取引士（宅建）」に挑戦しました。民法や刑法で
培った基本知識や判例の読み方が土台になり、成
年後見や相続などは授業で学んでいた分、理解が
スムーズでした。一方、宅建業法や税、都市計画な
ど、学習範囲の広さに苦戦しました。それでも、時折
ご自身の私見や実務的観点も踏まえた先生の講義
はとてもわかりやすくて面白く、大変さよりも学習
意欲が上回りました。「宅地建物取引士試験受験講
座」をともに完走した仲間の存在も大きく、頑張る
雰囲気に引っ張ってもらいました。法学の学びはス
タートラインが同じだからこそ、積み重ねが力になり
ます。入学後、友人達と心地よい緊張感の中で学
び続けることが大切と感じます。資格は不動産に限
らず金融や住宅メーカーなど進路の幅を広げ、面
接でも努力の証として評価されました。人の暮らし
は住まいから始まります。だからこそ不動産に関わ
る法律を学ぶことは、生活を支える仕組みを知るこ
とであり、実用的で面白い学びと思います。講座受
講料の一部を、本学法学部同窓会が援助してくだ
さっていることを知りました。挑戦する学生を応援
する温かな環境がここにあると感じます。

課外時間を利用して公務員試験対策
公務員試験対策講座

エクステンションセンターで開講されている講座で、1年次の早期から筆記試験、面接、小
論文試験などの万全な対策に取り組むことができます。筆記試験対策では、基礎数学や
SPI、教養科目、専門科目などを学び、テストを繰り返しながら実力アップを図ります。

1年次での“宅建”合格も可能に！
宅地建物取引士試験受験講座

「宅地建物取引士」は、不動産会社や建築会社、住宅
メーカーだけでなく、保険会社や都市銀行などの幅広
い分野で活用できる国家資格です。試験では法律に関
する問題が多く出題されることから、法学部の学生が
挑戦しやすい資格でもあります。本学部では、試験に
必要な民法全体を履修前の1年次で学ぶ「総合民法」
も開講しており、1年生の合格者も輩出しています。

私
の
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み
と
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建
“
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。

「公務員試験」を見据えた講義
法職演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

公務員試験（地方上級／国家総合職・一般職・専門職等）の過去問題をもとに、各法分野の
演習に取り組みます。専門知識の習得だけでなく、法的判断力を養うことを目的としていま
す。裁判所職員採用試験を想定した演習も用意されています。

◆ 宅建合格者：78名（2022年～2025年合計）

合格に近い3

物事を多角的に
考えられるように
なりました。

チームで学ぶことの
重要性が
わかりました。



先生の「なぜか？」に導かれて
法哲学を専門に研究されている鈴木慎太郎先生の「法
と倫理」は、法律の観点から生命倫理の問題を考える
授業です。臓器移植や遺伝情報、感染症対策などの先
端医療を題材に、正解のない問いと向き合っています。
鈴木先生は、私たち学生がテーマ全体を俯瞰し、あら
ゆる方向から検討できるように導いてくれる案内役。授

業中は、いつも「なぜか？」の問いかけが続きます。生命
倫理学会や医事法学会で得た情報も気さくに話してく
ださるので、最新の研究内容から刺激を受けています。
毎回、授業後は自分の考えを200字の意見文としてまと
めて提出することになっており、最小限の文字数で論
理的に説明する技術が鍛えられました。

森本 快さん
現代社会法学科3年
三重県／
皇學館高校出身

鈴木 慎太郎 教授
専門：法哲学
（生命倫理、
英米の現代法哲学）

進路に合わせた「コース制」で、
 確かな法知識を積み上げています。

学科の特徴

法律への向き合い方

会社の組織や運営・管理に関するルールを定める「会
社法」。ゼミでは、現代の会社に生じるさまざまな課題
を素材に、公正かつ効率的な企業経営に資する法制
度のあり方について多面的に検討しています。

柴田 晴夢さん
法律学科4年

長野県
赤穂高校出身

荒川 陽由さん
現代社会法学科4年

愛知県立
春日井西高校出身

黒野 葉子教授
専門：商法
（会社法）

社会を動かす「仕組み」や「ルール」を深く理解することが好きな学生が多い
と思います。例えば、ネットで商品を一つ買うこと。そのワンクリックには、民
法、刑法、憲法、商法、行政法など、実は数えきれない法律が関わっていま
す。法律を段階的かつ体系的に履修できるカリキュラムのおかげで、個別論
点にとどまらず法体系全体の構造を理解でき、社会での法のありようが見え
るようになりました。私は「ビジネス法コース」を選択し、会社法に関心を持っ
て学びました。企業の組織や資金調達に関する法律を学ぶ中で、日本経済
を根底で支えるインフラとしての「金融」の重要性に気づき、金融機関への
就職を決めました。法律の視点から企業・市場を理解してきたことで、新たな
金融知識もスムーズに吸収できていると感じています。公務員になりたい人
には「公法コース」、法律職につきたい人には「総合コース」と、将来の進路に
合わせた学びが法律学科の特色の一つです。

興味に合わせて学びを深め、
法律のあり方を考えていきたい。

「誰が困っていて、どうすれば解決できるのか」を、法律を軸に多角的に考え
る学生が多いと思います。自分の興味関心に従って9つのパッケージから学
びを自由に選び、自分の答えを見つけて、進路を広げていく。それが現代社
会法学科の魅力です。「家族・福祉」「金融・保険」「国際関連」に関する授業
を選択して学び始めると、私は「相続」に関心を持ちました。血縁関係等がな
い人でも、どんな場合に特別に相続に関与できるかを学ぶ中で、現在の法律
では、相続財産がもらえずに苦境に陥る人達がいることを知りました。ゼミで
は、条文や判例を精緻に分析するだけでなく、「法律からこぼれ落ちてしまう
人をどうすれば救えるか」を考えています。問題の背景にある社会状況や当
事者の抱える課題にも目を向けてこそ、実質的な問題解決につながるから
です。パッケージ制で分野を限定せずに学べるこの学科だからこそ、興味関
心のある法分野に出会うことができると思います。

3つのコース制 - コース特定科目で専門性を高める -

法律学科

9つのパッケージ - 自由に科目を選択できる -

学科の定員190名 105名

現代社会法学科
なってしまい、会社に損害賠償を請求し

たのでしたね。

◆荒川さん：はい。事案に関連する条文

を確認すると、正当な理由なく「解任」され

た取締役は、会社に損害賠償請求できる

という会社法339条2項がありました。

◆黒野先生：でも、今回は「解任」ではな

く、任期満了による退任なので、条文をそ

のまま読む限り、損害賠償請求は認めら

れません。ゼミでは、「『解任』だと損害賠

償しなければいけないから、『任期満了』

にしたのでは」という意見も出てましたね。

これを「工夫」と見るか、「法の潜脱」と見

るか。条文の趣旨に立ち返り判断しなけ

ればなりません。

◆柴田さん：339条2項がなぜ損害賠償を

認めているかというと、正当な理由なく解

任される取締役の生活や期待を守るため

◆黒野先生：今日は、3・4年ゼミを振り

返ってみましょう。ゼミでは、①事実を　②

条文にあてはめて　③結論を導く「法的思

考法」を身につけてきました。荒川さん達

はどんな事案を扱いましたか？ 

◆荒川さん：私たちは、親族同士で経営す

る「同族会社」で起きた事案を扱いました。

亡き創業者の親族である取締役Aは、就

任4年目で経営改革を推し進めていまし

た。しかし、今までのやり方を好む大株主B

と対立してしまい…。そんな中、Bは、株主

総会で会社のルール（定款）を変え、取締

役の任期を10年から1年に短縮しました。 

◆柴田さん：一見、単なる任期の変更で

すが、事実関係を丁寧に読み解くと、Aを

排除する意図が見えてきます。

◆黒野先生：本来、あと6年は取締役でい

られたはずのAが、「任期満了」で退任と

です。今回、形式は「任期満了」でも、実質

は会社側からやめさせる「解任」と同じで

す。条文の趣旨からすれば、この場合も

「解任」と同じように扱い、Aさんの損害賠

償請求を認めるべきだという結論に至り

ました。

◆黒野先生：議論はさらに続きますが、こ

の辺で。ところで、3・4年ゼミで扱う問題は

専門的で難しかったかもしれませんが、受

講してみてどうでしたか？

◆荒川さん：難しいものも多いですが、講

義や1・2年ゼミで法の知識や考え方を段

階的に習得してきたので、試行錯誤しな

がらも、楽しく議論できました。

◆柴田さん：ゼミを通して、問題の本質を

つかむ力や多角的に分析する姿勢が身に

ついたと思います。学ぶ楽しさや、考える

ことの面白さを実感しました！

興味・関心と好みの傾向

目指す進路の傾向

法律そのものに関心がある
法律に関するドラマが好き

法律に関する専門職や公務員を目指す学生が多い

時事問題・社会問題やその解決に関心がある
ノンフィクションが好き

法律を体系的に学びたい
法律それ自体を深掘りしたい

例）どんな時にどんな犯罪成立するのか? どんな場合に、契約は取り消せるのか?

自分の興味関心に従って自由に学びたい
幅広く学びたい　政治にも興味がある

例）少年法や隣接諸学問（政治学）も学びたい。政治家は誰を代表して法律を作るのか？

自身の興味に従って幅広いビジネスの現場へ

自ら考える力を育む
ゼミナールでの学びについて、
黒野ゼミのメンバーに

聞きました。

黒野ゼミ

ゼ
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で

法
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三苫 信斗さん
法律学科4年

佐賀県／早稲田佐賀高校出身

名取 穂乃美さん
法律学科4年
愛知県立高蔵寺高校出身

飯野 賢一教授
専門：憲法

伯耆 歩実さん
現代社会法学科4年

岐阜県立各務原西高校出身

新入生の皆さんを私たち先輩が支えます！ぴあさぽ
私たち二人（三苫さん・伯耆さん）は、「ぴあさぽ」のメンバー
でもあります。ぴあさぽは、大学生活で悩みや不安を抱えた
時に、いつでも頼れる学生同士の助け合い活動です。相談
内容は、学業面や生活面、アルバイトのことなど、どんなこ
とでも構いません。たとえば、入学直後の4月上旬には、「履
修相談会」を開催しています。高校までとは違い、自分で行

う履修登録には私たちも戸惑いました。そんな時に、ぴあさ
ぽの先輩方から必修科目や各講義の特徴を丁寧に教えて
もらった経験があるからこそ、皆さんと同じ目線でアドバイ
スができると思っています。毎週火・水・木・金曜※、アリスタ
ワー1階の7107教室でお待ちしています。
※各曜日の活動時間は学期ごとに変わります。

もちろんです。
大きく成長できた
実感があります。

パンデミック、戦争、気候変動、AIの進化
など、私たちは予測困難な時代を生きて
います。だからこそ、社会の基盤になって
いるルール（法律）とそのルール作成の仕
組み（政治）の基本を正しく理解し、行動
するための土台を作ること、そのうえで変
化に対応していくことが重要です。激しい
変化に対応するには、法学部で学んだ法
律や政治の知識を常にアップデートし、
求められているものを学び続ける必要が
あります。本学の学生は、講義や少人数

のゼミ、課外活動を通じて、知識やスキル
の習得、発表や討論、レポート作成などを
継続的に行っています。そこで鍛えられる
のは、何が問題かを把握し自分の考えを
言語化する力や他者の意見を踏まえて
解決策を論理的に考える力です。この経
験の積み重ねが、学び続ける力を養って
います。こうした学びは、多種多様な企業
への就職、公務員試験や資格試験の合
格など、卒業後の進路に確実につながっ
ています。そして、各分野で活躍している

卒業生は、後輩たちの目標や励みにも
なっています。「夢は目指した時から目標
に変わる」といわれますが、本学には夢を
目標に変え、仲間と切磋琢磨してその目
標を達成している人が多いのです。世界
への旺盛な好奇心と学びたいという強い
意欲がある人にとって、本学は絶好の学
びの場所です。こうした好奇心と意欲を
もっているのなら、是非本学に来てくださ
い。ここで不確かな世界へ踏み出す準備
を一緒にやりましょう。

変化に対応するため、
好奇心や意欲をもって
法と政治について
学び続けることです。

｜法学部は2学科制｜

「どんな学生が多い? どんな学び？」先輩に聞いてみました！

Aichi Gakuin University
Faculty of Law

あなた自身の興味に近い2

日々の講義と社会が近い4

Ask a Student愛知学院大学を選んで良かったと思いますか？

Ask a Professor今の時代の法学部生には、何が求められていますか？

最新の法研究に近い5

法学部教員が自身の研究テーマを紹介し、教員と学生が自由に対話するのがアカデミック・ラン

チ・セッションです。昼休みにサンドイッチを楽しみながら、ゼミとは異なるカジュアルな雰囲気

で、学問的な交流を体験できます。アメリカのロースクールのランチョンセミナーを参考にした、

学生の知的好奇心を刺激し、教員との距離を縮める新しい試み。学生からは好評で、「質の高い

議論で面白い」「普段触れない分野の視点が新鮮」「難しかったけれど理解が深まった」といった

声が寄せられています。研究の面白さを知り、学びの視野を広げるチャンス。気軽に最先端の法

学に触れられるのが魅力です。「法を学ぶ面白さ」に出会うきっかけがここにあります。

アカデミック・ランチ・セッション
学生法律討論会は、毎年秋に開催される、法学部の伝統ある学術イベントです。社会問題と深

く関わる法的問題が教員から出題され、学生達は、判例や学説を踏まえながら、自らの言葉で法

的意見を発表します。法律の知識を覚えるだけでなく、「なぜその結論に至るのか。他の考え方は

成り立たないのか」を考え抜き、筋道立てて伝える力が求められます。発表後は、教員や学生から

鋭い質問が出されることで、自分の考えが問われ、磨かれていきます。これが学生法律討論会の

魅力です。学年を問わず挑戦できる点も特徴で、法を「知識として学ぶ」段階から、「使い、議論

する」段階へと学びを深める、法学部ならではの貴重な学習の場となっています。

学部恒例！学生法律討論会

履修相談会勉強方法レクチャー会 3・4年生によるゼミ個別相談会

愛知学院大学で得た大きな学びは、予
算や人手といった制約の中で、何を優
先し、どう決断するかを考え抜く力です。
3・4年次ゼミでは、政策コンペティション
「公共政策フォーラム」に出場し、過疎
地域の復興をテーマに政策を練り上げ
ました。地域復興にはお金も人手も必要
で、後回しにされやすい―その現実を知
りました。同時に、愛着のある地域に住
み続けることが、どれほどかけがえのな

いものかも学びました。仲間と議論を重
ねながら、地域の人が大切にしているも
のを見極め、より良い政策を描き、最後
は決断する。この経験と入賞は、大きな
自信になりました。挑戦を支えてくれた
のが、先生と学生の距離の近さです。
「法律って難しそう…」と思いながら訪
れたオープンキャンパスで、先生と学生
が近い距離で言葉を交わす姿を見て、
「困った時は先生に頼れる」と感じまし

た。その印象は入学後も変わらず、1年
次ゼミで丁寧な指導のもと、疑問を一つ
ずつ確実に解消できました。積極的な人
もそうでない人も自分のペースで馴染
んでいける雰囲気があったのも印象的
です。地域課題を法的に分析する力は、
愛知県庁職員として内定をいただくうえ
でも、強みとしてアピールできたと感じま
す。この大学には、学びと進路を結びつ
けてくれる環境があります。




